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前 文下

⑬

③

　　　宇宙の開発は・入類に新たな活動領域をもたらすことによって、．

　　地球外に存在する空間及び資源の利用の途を開くとともに、広範暫
働
　　かづ多様の先端的を技術力と活力峰より、エネルギー、人口、食

爆環境馳球騨罷鰍髄と可倉旨性猟るもので・
　　ある。

　　世界各国はぐこのような宅宙開発②意義に着目し、幽入類の未来

艦か畑騨煙いく融米国・噛
　中野の打四這国翻として、動るいは繊的弓動活、

　発化と国際的相互依存関係の深化という両面の動きを含みながら、

　地球的緯模で大きく飛躍しようとしているr　、

璽ラ績麻棚瓢これまで嚇年鋤㊥ぐ，

∫鐙鯉備離麟請∴ゐ篇奪藁欝蔀ゴ

　2段階の活動に移行すべぎ時期に至っている。

　　’しかしながら・縮睡にぱ・齢βサ洗鞭撚三これぐ

かつ・’その遂行に噸めて長期にわたっ碓備と三農を動てらン

ぐ照照の吻｝三脚回してカ1ら一回忌を働

　　　　　　　　　　　　　　　一1こ　一　　一



ようとしても容易にできるものではない。

　さらに、宇宙開発は多額の国家資金を必要とするものであり、

開発膜の齢及びその遂行方面決定の飴は調家的利益に・

大きな影響を与えることとなる。、、

　したぶって、我炉国の宇宙開発を進ある場合には、長期的な見

通聯無と騨的陶鱗固騨禽これら漕
対する的確な評価と不断の見直しを行いながら、ユこれを実施して

いぐことが不慮睡る・．ゼ・　！

　この大綱は・以上のような考え夢に立ち・・i戌が国の宇宙開発の

準騨ついての諭示外ので払．今軸力魍鴨る∫
具体的な宇宙醗濁の企画泣案即詰侭・、この大回従っ

て実施していくものとする。

な叔本糊醐時点に雑る諸状況を踏まえ1冷後の長期

にわたる見通しのもとに策定したものであるが、今後の科学の進③’

鋪代の欝と即し餓力丸繭開発の縫が的弓もの「．

となるよう藩論検討と賄に応じ規直しを行・うζどとする・’

一2一

岬

町「

第1章宇宙開発政策の基本方針．

　第1節　大綱の対象期間と政策の体系　、

　　（1）』木郵駅期聞．

　　　　世界の宇宙開発は、数多くの先端技術を生みだすととも

　　．に・噸に宇宙螺と噸た珊瑚いた第1世代か

　　　ち・今やその蜥輔用鰐を解し、とれまで厳術的

　　　成果の一般イζを急速に増進させていく第2世代に進みつつ

　　　翻り、さらに199Q年代からは、ポスト・うくペースシやF

　　　トル時代として、木量の輸送や宇宙空間の自由な航行の手

　　　段の整備と相まって、全入類的規模で高度かつ大規模の活

　　r勲等さ鍋鋤世代邸るζとカミ予隔れている・

　　　　本欄は・このよう藤豆鱒で・我網としても醤

　　　空間の開発の利荘を享受するとともに、全入類的な協ガの

　　　もと嘩あられるζとが予想される世界的な第3猷の宇

　　　宙開発活動に参加していぐ能力を確立するため、当面15．一

…晦嫁細民・2三冠ついて・そ肺と
　　　枠組を示すものとして恥部るものとする・’

！l惇醗政調系一＼
　　　①網両開三冠雌ρ自的ない：し任務嘩、

　　　　矯系づ伽餌rかの三三開発シザ「ズ1と・’

　　　　　　　　　　　　　一3「

μ
一
ε
「



　　　これを構与する個々の「開発プログラム」に整理してこ’

　　れを＝進める。

　②　「宇宙開発シリーズ」は、本大綱の対象期間内におい

　　て運やかに実施すべきゾリーズ、対象期間内において国

　　の内外にわたり科学的・技術的諸条件φ進展状況專を調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
　　査検討レ我が国とレて実施の可醜開すべきシリ「・

　・．，ズ転び期間経事後において到来するであろう諸課題とし

　　・て輔していくべき洲ブ駆飢・本大綱に紳℃

　　それぞれの進め方を膨めることとするb　L

　l③　「開発プログラム」は、シ界テムの設計段階である

　　　「開発研究」、その基本設計から打上げまでの「開発」

　　友び打ち≠げ献工鯉の瞳恥の各段階に区分し1

　　即の選状齢会剛離財政の状況等を蹴え1
　　て毎年度見直しを行いながら、宇宙閣発委員会が別に定　　趣・．

　　める宇宙開発計画において具体的内容を定めることとす

　　る。

’　聴蹴研究の端姪って販晩行研究、基礎
　　研究等についても、噛盆画5年心心の間に実施するものに

　　　　　　　　　一・こご4一．．　・㌧・、

　
　　　　　④　我が嗣の宇宙開発は・・その奉本的枠組と方鏡を示した

　　　　　　大綱及硲大綱め趣旨に従って宇宙開発委員会がその具体

　　　　　的内容を定める宇宙開発計画並びに宇宙開発委員会の議

　　　　　決を敵内醗蹴臣温める基本計画縦って遂行す

　　　　　　ることとする。「

働第2節霜醗蘇の基本方針

　　　　（1）社会的必要性及び国力との調和．

　　　　　　我が国の宇宙開発は、平和目的に限り広範か≧）多様の社

　　　　　会的一ゾに粉かつ効果的闘凪て吟くζと艦耀，

　　　　念ζしてぐ鶉縮の棚の7鵬ミ選展する面一

　　　　　えて・・その利用を畢が聯つ適切醐できるよう

　　　　　妨7ムを三論噸際し撃体醗を進め、

　　　　　る『とと惣、団∫ビーン・己づご
簡陣た1：蔀岬は・之鱒徹ソが行9てき耐湿多

7一

総sPる潜血三厩レている隊られ砧
　　　　1ρの・切疵るとみ遜る繍安定成長献を翫T、

　　　　そρ可難吋て熟する噸寒雲轍にある6

　　　　　　このため、一三が国に旧いては、長期的観点から宇宙開発．

。、

P飛r重詰脚そ嘩隊ゐ1で1＼三綱7，
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加え？つ、国力及びその認れた状灘応じて・計酌か

　つ効率的にこれを進めるごどとするざ

・（2）　自主性の確保

　　、宇宙技術の分野においては、我が国は、rこれまで後発国

富として多分跣幽に依存し・あるいは1その遊廓影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．⑳
　のもとにこれを準やてきた。

　　しかし冷後餓がrの縮醗に淑は・踊多様
　な宇宙開発活動を安定的に遂行でき：るよう独自の技術力を

　確立していくとととする。『

　　熱涙甲の宇宙開発醐を三石欝？自在膿開でき

　るよう高度な技術力を保持していくことどナる。・

　　左おでこの際、我が国の宇宙開発活動に必要なすべての

　ものを嘩化する必要はないが同点とも宇宙膨璃

テムの主要感症主劉ステムの設計瀟・製作締管醗

空運肺フ『トウ干ア等については泊らの手でとれ礁，

　置で1きるようんすることとする・

（3）国際的活動とめ調和「・

　　峨が国の宇宙喉嗣能鞠・堺解捌る宇騨

　発活動との調和を図りながらこれを進めるd、．

　　このため、我が国として必要となる各種の人工衛星や氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹
　　　　　　　　　一♂　一6一

　　　　　、　ロケットの開発を進きφるとともにv低減速回収や有人支援

　　　　　　　瀬のゆ餓縄唖術能力趨える活動秘図なつ

　　　　　　　た場合にはぐ米国のスペーヌシャトル等を利用しながら、

　　　　　　　我が国の宇宙開発を国際的に高いレベルで推進することと

　　　　　　　する。，

1　　蘇・これらの脚髄じて郷国が培った技術力硝’
　　　　　　’景に、世界め宇宙開発の効率化のために、第2世代のスペ

　　　　　　Lスシャトル計画、大型宇宙夙テー斗ヨン計画等にも可能

　　　　　　　な働樋的鯵回し二三の宇翻発記して櫛吟

　　　　　　　拒と協力を行らていぐこととする・．

　　　　’第3節二宇宙即発活動における重点目標　　　　！

　　　　　　　①正劇究の分野で嬉ζれまでの醐にお鴫国際『

　　　　　　　　的に高く評価されるような顕著な実績をあげでいる。・し

　　穐．　　　たがって、¶我が国の科学水準を世界的なレベルに保ち、

　　　　　　　　人類社会蜘的進数対し部品賄を行ゆるの＼、

　　　　　　　・・この分野の活動の一層の縫を助、・さらには、で三三魯

　　　　　　　　の臨に適嫡噂三分野瀬朔領域嘩

　　　　　　　一のための基礎固めの段階を終えぐ今後φ各回¢）ミシション

　　　　　　　　　　　　　　　　　一7・一
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　のシステ添摩び機器の技術的進畢と相まって・、いよ吟よ

　本格的な実用衛星計画の推：進を可能とする基盤ができあ

　が？てきている。したがって、通信、放送マ気象観戦、

電離層観戦等のこれまでに進めてきたみ野の技術の一層

　の向上と実利用に十分応じうるような技術的信頼性と安

’定性の確立を図るとともにぐ航行、測地、海洋観測、資　　　爾

　源搾査・環境・．賛唱製造・ジイフサイ土ンス等の宇宙の・

特駈鎖した各勧応用癬の窓口開拓を行う・

　また・ロケット及び入工衛星ρ技術り高二化・応用能力

の拡大等により、地上側負担の軽減化、1ミツ三口ンの高

度化、操作の簡易化、低費用化等に重点を置いて’ v画を’

準める・

③塘に～我が駒四駅根ざレ秘要性が高いと考えら

れ⑳嫡ゆい望粥匠よ搬の締を醗⑳
」遅く即譜代岬除的婦要蝉獅

　きるよ，う．にする。

ω灘慌て灘の獅翻を御鏑並
び哩騰赴航空磯之にし％海」騨体・

　　の鵬’雛の技術即ζの輝牛舎を至聖た

　　　　　　　　　　ゼ8一

｝

岬

町

ω　資源的基盤が弱く・また・自然集害や公害が重要な

問題となる国どし七潰源・騨物理及酪湯治条

件の琳的反復騨晦術並確これらの利用嫌め

　の技術’

㊥．先進工業鼠の一員として、宇宙空間を利用した材料

　製造技術や各回計測・即言技術等⑱我が国の技術力を

∫駆使できる分野の技術

㊥　上記技術の開発り手段として、ま忽我が国が自照

1勺力ρ安定白蝦の腰ζする擁の宇醐発活駆聯

　展開するたあの手段として、セケツト及びその応用技

　術並びにプラットフォームその他の衛星共通技術一　　1

一9幽一


